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世界の動向
• 世界の新規の⽯炭⽕⼒発電計画の76%が中⽌に

←新規計画中⽌

←新規運転開始

出典: E3G, No New Coal 2021



IEAネットゼロシナリオ

出典: IGES有野洋輔⽒の2021/7/8ウェビナー解説資料より



脱⽯炭へのうねり
• 中国・韓国が⽯炭⽕⼒輸出の中⽌を発表
• 脱⽯炭国際連盟（PPCA）加盟国41、⾃治体41、企業等55
＜6⽉のPPCAサミットでスペインやクロアチアなどが参加＞
• 韓国PPCA参加⾃治体が韓国政府にPPCA参加を要請

• COP26に向けて
• UKのCOP26ゴールの中に「⽯炭⽕⼒フェーズアウトの加速」
• 2021/9/24「No New Coal Compact」新規⽯炭⽕⼒建設をやめるよ

う宣⾔することを要請
<スリランカ、チリ、デンマーク、フランス、ドイツ、モンテネグロ、イギリス＞



⽇本の政策動向
• 「脱⽯炭」のビジョンなし

• ⾮効率⽯炭フェードアウト
• 2030年発電効率⽬標43%
• ⽔素・アンモニア混焼

（化⽯由来かどうかを問わない︕)
• バイオマス・副⽣ガス

• 第６次エネ基案
⽯炭⽕⼒: 現在32%、第５次⽬標26%、→19%

出典: 経済産業省「2030年におけるエネルギー需給の⾒通し参考資料」



⽇本に求められること- 2030年⽯炭フェーズアウト

•「脱炭素⽕⼒」ではなく、脱⽯炭、脱⽕⼒を
• 特に「脱⽯炭」の明確な⽬標年設定は必須。

•「⾮効率⽯炭フェードアウト」検討は全く不⼗分
• 旧エネ基の「⽯炭26%」を⽬指した効率向上対策の限界
• ⽔素・アンモニア混焼・バイオマス・副⽣ガスは、⽯炭⽕⼒の延命策

•脱⽯炭の政策強化が必要
• ⾮効率・⾼効率の区別なく、計画的フェーズアウト
• 容量市場の抜本⾒直し
• カーボン・プライシング


